
第11巻　第7　号

あ　い　さ　つ
　　（要　　旨）

m±”’

氈@　田　武　　雄

　当研究所が国立学校設置法により昭和24年5月31日に設立されましてから，ちょ5
ど満10周年になりましたので，本口ごくうちわにその式典を催しましたところ，総長は

じめ各位のご出席を得ましたことは，研究所一同欣快に序ずる次第であります・

　顧りみまするに，当研究所は，昭和17年にできました第二T．学部が，終戦後，新大学

制度実施に関連して研究所に転換したものであります・この転換に際しましては，当時62

講座ありました学部をその半分強の35部門の研究所に変換する関係一L，教職員の定員数

の激減にたいする措置，教育施設を研究施設に変換することなど，いろいろな難問題があ

りましたが，前所長各位，総長はじめ学内外の各方面のご努力やご援助によりまLてぎわ

めて円滑に解決され今日に至りましたことは，深く感謝申し上げる次第であります・

　当研究所ができましたとき，いったい何を研究するところか，あるいは失業救済研究所

ではないかなどという人もあPました・しかL，これにたいしましては，われわれは事実

をもって説明しよ5と考え，研究者・研究補助者および事務職員も一f本とな），10年問

黙々として努力してまいりました・その結果，研究成果がようやくみのりまして各方面に

たいし有用な価値ある多くの研究ができ，今日におきまLては，当研究所の意義が一般に認識きれてきましたことは，

各位とともによろこぼしく思うところであります．

　今日までわれわれは，ア算が少ないとこぼしながらも，不十分な予募のもとででぎるだけの研究をしてまいりまし

た・しかし予算が少ないと言いますものの，全国にある約60の大学付置研究所にたいL文部省が支出する予算の総額

は・人件費をふくめて本年度は約45億円であり，当研究所は約3～4億円を使いますので1予算総額の1／12程度に当
り，このことを考えますと，われわれの責任は非常に重大であt）　）したがって，単なる自己満足の研究ではなく，日本

のみならず世界人類のために必要な立派な研究を進めて行かなければならないと思います・

　ご承知のよ5に，当研究所は，住みなれました千葉から京東の麻布に移転する方針が決定Lました・この移転を研究

上にまた当研究所の将来の発展に支障のないよiに実施L．ますことは，きわめて難事業でありまして，これにたいして

は，われわれとしましても懸命の努力をいたしますが，総長はじめ各位におかれまLても，格別のご協力をお願いする

次第であります．
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　わが国における工業技術の向上を目ざして第二工学部

が発展して当研究所ができてから，ちょうど今年で満10

年となった・よって毎年行ってきた開所記念日に，本年

は特に10周年を記念する行事を兼ね行うこととなった．

　6月1日11時，茅総長，内田前総長，中原奨励会理

事長7瀬藤1星合，兼重の前所長その他当所に縁の深い

先輩を来寳に迎え，大講堂において，全員参列の下に厳

粛に記念式典を挙行した．

　t∫事委員長高橋武雄教授の開会の辞，所長嬬田武雄教

授の挨拶があってから来賓の裡辞に移り，本学総長矛誠

司氏，生産技術研究奨励会理事長中原延平氏，前所長瀬

eell」二氏より，当所の生立ち，生tti研究の亜要性，当所

の活動に対する要望など，まことに有益かつ興味深いお

話を承り，われわれは当灰の将来に対する明るい希望を

与えられると共に責任のJSI大さを痛感Lた・

　正午より来賓を中心に，常務委員，行事関係委員が参

集して記念撮影のあと，大去議室で午餐会が行われた・

来efとして多数の停年退職教官も出常され，生研10年

の懐旧談に花を咲かせた，

　13時より朱中展示場噺築の中央試作工場）に来賓を

案内し最近の研究業績をご覧願った・なお13時半より

開催された奨励会理事会・評議頃会．こ出常された理事・

評議貝の方々も終ってから集中展示場を参観された・

　この日，所員一同には記念品（ロヶット棚1，密士精密会社製）

10周年誌，赤飯が配布され，静かな新緑の所内には快い

ll賀気分が旺溢した・

　翌2！zlは例年の通Fl所内公開と講演・映画会とが催さ

れた・所内公開は10時より16時までっづけられ，参

観誓は無慮4，672名に上り，その外に2｝’生の団体見学者

も2，160名余を記録した・幸い好晴に恵まれたので，参

観者は各研究室に踵を接し熱心に見学L，説明者には大

変な苦労であったが，誠に快いものがあった・

　13時kり大講堂で例年のとおり講課粛が催され，まず
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福田所長の挨拶のあと，久保田広教授は「写真レンズの

話」と題しで今日の写真ブームを生むまでの写真レンズ

の発展の経路をスライドを用いて解り易く説明された．

基礎的な研究が如何に文化の発達に南与したかを示す，

まことによい例である点でこの講演は特に興味深いもの

があった．

　次に菊池真一教授の「フランスより帰りて」はフラン

スの自然と文化とを数々の美しいカラー・スライドにょ

って紹介され，まことに楽しいひととぎであった．っい

で糸川英夫教授の「宇宙ロケットの話」は最近の宇宙研

究がロケットによって多大の進歩をなしたことや月への

旅行も着々計画が進められていることなどを興味深く説

明され，700余の聴衆に多大の感銘を与えた．

　講演が終って高橋委員長の挨拶があった．英独の例を

生　産　研　究

ひき，このような講演会がわが国においてますます盛ん

となることは，科学技術振興の上で極めて望ましいと力

説した・

　っいで「カッパ・ロケット」（ヵラー，フィルム）と「高速

度写真の応用」との2映画が上映された．前者は秋田県

道川において過去数年間のロケ・？ト飛しょう試験の記録

映画であり，後者は第2部植村助教授の多年の研究実験

の記録映画であって，共に貴重なまた興味あるものであ

る．

　16時講演会も所内公開も共に終りホットー息つく内

にシュウ雨浦然として来り，ここに2日間にわたる当所

の10周年記念行事の幕が下りたのである・

このたびの集中展示は最初過去10力年の業績を対象と考えたが，事情によりその一部にとどめた（他日東京移転の

　　　　　　　　　　　暁において盛大に催すこととして）．次にその概略を述べる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集　　中

　1．　ロケット

　国際地球観測年（IGY）に使用される観測用ロケッ

トとして昭和30年4月以降製作されたペンシル，ベピ

ー，カッパ1型一6型の各種ロケット（SR研究班）・

　2．　ロケツト搭載機器

　カッパロケット用として特に空気の影響をうけない太

陽光線スペクトル観測のための太陽分光器（東京天文台

・斎藤国治），大気層外での宇宙線の性質，種類方向性

などの測定器（理研・宮崎友喜雄），ロケット用計時器

（TWタイマ），加速度計，振動計，発音弾，6型TW

頭部，赤外線探知器（以上糸川英夫），ピラニゲージ（富

永五郎），ロケット搭載用テレメータおよびレーダトラ

ンスポンダ（ロケット・エレクトロニクス研究班）．

　3・可動線輪型振動試験機

　軽講造物の振動特性の測定，計測器の振動試験などに

用い，可動線輪型起振子と電子管式発振器よりなる（森

大吉郎）．

講演中の久保田教授

展　　示

　4．　薄板深絞り試験機

　薄板材のプレス成形性の万能試験機（山田嘉昭）・

　5・新型超高遮度力メラ装置

　回転反射鏡方式とドラム方式とを組合せた新しい方式

のもの・毎秒10万コマ（植村恒義）．

　6・交流式ストレートライン高性能伸線機

　交流モータとトルクコンバータを組合せた廉価な実用

機（鈴木弘・石原智男）・

　7．高速ステップモータ

　高速パルスを入力としてステップ状に回転するモータ

　（大島康次郎）・

　8・3相式点溶接制御装置

　放電管と特殊の変圧器とを用いて3相電源から低周波

の単相電流をうるもの（沢井善三郎）．

　9．直流電動機の速応トルク制御装置

　電子管式アナログ積分器とトランジスタ・ゲートとを

利用してサイラトロン直流電動機のトルク制御（沢井善

三郎）．

　10・　連続化学分析装置

　電子管式計測技術を応用して自動的に操作する連続電

量滴定装置（高橋武雄）．

　11・美麗で堅牢なインダンスレン染料の研究

　今後もますます重要な染料（永井芳男）・

　12・天然色映画フィルムの字幕漂白方式の研究

　フイルムの乳剤膜にワックス塗布，銅凸版による切込

み，酸化剤漂白，ワックス溶去による方法（菊池真一・

野崎弘）．

　13・　特殊陽極による乾式電解製錬法

t
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　塩化物の乾式電解において金属酸化物を待殊陽極とす

る金属製錬法（江上一郎）．

　U・写真測量の新しい応用

　文化財の精密な測定に応用（丸安隆和）・

　15・　曲面構造の実例

　戴断球殼鉄骨構造（晴海国際見本市2号館）および4次曲面

鉄筋コンクリート屋根をもつ工場建築（坪井善勝〉．

　16・モデュラーコーディネーション

　建築部品を量産し，現場で組合せるだけにするための

寸法調整の方法（池辺陽）・

　11・　鋼製建具の気密・水密黙験

　建築物建具の気密度および両仕舞の試験研究（勝田高

司）．

　le．　建築材料の燃焼性と防火性試験

　建築材料，内装材料の燃焼性と防火性能の試験（星野

昌一）．

研究室公開（寧印は団体向き公開）

研　　究　　題　　目 部研究者］1 研　　究　　題　　目 国研究者
模型つり橋による減衰測定試験

三軸試験

安定処理土試験

建築音響

高温顕微鏡

X線回折計

ラジオアイソトープ実験室

吸着装置

試作ラジアルガ．スタービン

伝熱研究室

必自動車試験台

ve　1トン試験熔鉱炉

中性子発生装置

超音波によるキャビテーション

ADP光変調器

腐食疲労実験室

業辺騰鰻服藤　難羅

1

＊材料力学実験室

微分解析機

超音速衝撃波管

精密圧延機

切削剤のジェット式給油法

原子炉材料の溶接

光弾性実験

自動制御研究施設

ホ関屋海岸信濃川の計画河口模型試験

電子管式擬似トラフィック装置

マイクロ波およびパラメトリック増
幅機

シリコントランジスタの特性

アナログ計算機

電動巻取機の制御

＊自動追尾レーダ

皿

皿皿皿皿

掘繧

ﾙ繍羅…藷禦

　なお，このたびの10周年記念行事に当って式典接待

関係には浅原照三教授，行事，展示関係にば加藤正夫助

教授がいずれも委員長として尽力きれた・また10周年

誌編集に関しては関野克教授が，出版委員会記念誌編集

小委員会委員長として尽力された・
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